
日吉
ひ よ し

ダム防災操作による河川水位低減効果 

 独立行政法人水
みず

資源
し げ ん

機構
き こ う

が管理する日吉ダム（南丹
なんたん

市
し

日吉町
ひよしちょう

）では、  

８月１４日からの降雨により増水した河川水の一部をダムへ貯め込む  

「防災操作」を行いました。  

この防災操作により、日吉ダムの下流約２５．７㎞にある保津
ほ づ

橋
ばし

地点  

の河川の水位を、ダムが無い場合と比べて約０．９５ｍ低減（推定）  

させました。  

  

淀川水系桂川の日吉
ひ よ し

ダム流域では、台風第７号の降雨により、8 月 14 日 17 時

から 16 日 10 時までの総雨量が 199.6mm を記録しました（８月の日吉ダム流域

平均降水量：約 185mm）。  

 この降雨による洪水で、ダムへの最大流入量は、毎秒 387 立方メートルを記録

し、この時、約 62％（毎秒 238 立方メートル）の水をダムに貯留する防災操作

を実施することで、ダム下流の河川水位の低減に努めました。  

 今回の防災操作により、日吉ダムが無い場合と比べ、保津
ほ づ

橋
ばし

地点（亀岡市
か め お か し

保津町
ほ づ ち ょ う

下中
しもなか

島
じま

地先）の河川水位は約 0.95 メートル低減したものと想定されます。  

 

※ 今 回 の 発 表 は 速 報 値 で あ り 、 今 後 の 調 査 に よ り 数 値 等 が 変 わ る こ と が あ り ま す 。  

 

令和５年８月１８日  

 独立行政法人水
みず

資源
し げ ん

機構
き こ う

 日吉ダム管理所 
  

発表記者クラブ  

京都府政記者室  

南丹市政記者クラブ  

 

問い合わせ先 

 独立行政法人 水資源機構 日吉ダム管理所 所長代理 桜庭
さくらば

 

 住 所：京都府南丹市日吉町中神子ヶ谷６８ 

 電 話：０７７１（７２）０１７１ 

 ＨＰアドレス：https://www.water.go.jp/kansai/hiyoshi 



日吉ダムと保津橋地点の位置図

日吉ダムの防災操作（イメージ図）

※今回の発表は速報値であり、今後の調査により数値等が変わることがあります。

保津橋地点

ダム防災操作YouTube動画

＜流下量＞

ダムから下流の河川へ流した水の量

②最大毎秒約１４９立方メートル

＜流入量＞

ダムに流れ込んだ水の量

①最大毎秒約３８７立方メートル

最大流入時に約６２％の水

毎秒約２３８立方メートル

（①－②）をダムに貯めました

約１,０８３万ｍ３をダムに貯留しました

防災操作後 最高水位 EL.181.23m

▽洪水時最高水位※１ EL.201.00ｍ

※１ 洪水時最高水位：洪水時にダムによって一時的に貯留することとした流水の最高水位

防災操作前の貯水位 EL.173.31m
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8月14日 8月15日 8月16日

ダム流入量 ダム流下量 貯水位 貯水位（EL.m）流量（m3/s）

洪水貯留準備水位 標高 178.50m

洪水時最高水位 標高 201.00m

約1,083万ｍ３の洪水を貯留

最大流入時

ダム流下量 約149m3/s

最高貯水位 EL.181.23m（8/16  8:40）

※洪水調節期間（8/15 15:00 ～ 8/16 10:00）

最大流入量 約387m3/s （8/15  22:30）
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8月14日 8月15日 8月16日

時間雨量 累計雨量

流域平均
累計雨量

（㎜）（㎜）

流域平均
時間雨量

8/14 17時 ～ 8/16  10時
累計雨量199.6㎜

8/15 11時～12時
1時間最大雨量21.6㎜

日吉ダム防災操作図



防災操作によるダム下流河川水位低減効果

保津橋地点 河川断面図（イメージ図）

保津橋地点

①ダムがなかった場合、推定ではん濫注意水位3.30ｍを超える

最高水位3.31ｍまで上昇する見込みでした。

②日吉ダムの防災操作により、はん濫注意水位3.30ｍ以下の

最高水位2.36ｍまで低減しました。

防災操作によるダム下流河川水位低減効果

①－②＝3.31ｍ－2.36ｍ＝0.95ｍ低減

河川水位の標記については
国土交通省ＨＰ「洪水等に関する防災情報体系の見直し実施要領」



日吉ダム貯水池状況

約8.1mダム水位上昇
（8/14 13時～8/16 10時にかけて）

2023年8月14日13時撮影（EL.173.08m）

2023年8月16日10時撮影（EL.181.21m）

洪水調節前の１４日１３時頃のダム貯水池写真

洪水調節後の１６日１０時頃のダム貯水池写真


